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 所在地 
千葉県長生郡一宮町一宮８４３２-１２ 
千葉県長生郡睦沢町北山田１７２ 

１ 事 業 名 たのしみのおすそわけ教室事業 

２ 事 業 費 812,580 円（このうち県の支出 500,000 円） 

３ 事 業 期 間 平成 20 年 7 月 10 日～平成 21 年 2 月 28 日 

４ 事業の目的 おたのしみ教室を、組織的、継続的に取り組み、担い手の育成と

地域への更なる拡がりにつなげていく。 

拠点である古民家の未利用日も活用して、会員や会員の周辺の

方々が楽しいと感じている事を地域の周りの人にも「おすそわ

け」し、核となる人作りと地域の寄り合える場としての機能の拡

大を図り、事業継続の基盤を強化していく。 
５ 事 業 概 要 ●楽しみのおすそわけ教室の開催 

●教室日に平行して行う食事とお茶・おやつのサービス

スタッフ体制の確立。教室参加者への昼食サービスと 

お茶・おやつの提供。「喫茶こだまこ」開店計画 

●おすそわけ教室記録「たのしみのこだまブック」作成準備 

６ 事 業 経 過 １．たのしみのおすそわけ教室の開催 

第１回 2008.8.14 陶芸教室 講師・飯島正行   

第２回 2008.9.27 いきいきアート教室講師・こまちだたまお 

第３回  2008.10.25 竹細工教室＆思い出博物館教室   

講師・伊集院道一郎（AM）朝比奈時子・秦茉莉子（PM） 

第４回 2008.11.22 木工＆園芸教室 講師・堀内勇 米倉清子 

第５回 2008.12.6 編み物教室 講師・中村千恵子       

第５回補習 12.18 編み物教室補習 講師・中村千恵子     

第６回 2008.12.25 しめ飾り教室  講師・古山和雄・今関一

第７回 2009.1.17 いきいきアート教室 PART2 こまちだたまお

番外  2009.1.31  編み物教室  講師・中村千恵子   

第８回 2009.2.4 わら細工教室   講師・伊集院道一郎 

第９回 2009.2.14 椎茸教室＆編み物教室補習 

講師・近藤博恭 （一日） 中村千恵子（午前） 

合計 11 回 14 教室実施 総参加者数・136 名 講師・のべ 16 名



 

 

 

 ２．教室日に平行して食事とお茶のサービススタッフ体制を確立

昼食用意・第 1・2・3・4・5・7・9 回  

喫茶のみ用意・第 5 補習・6・番外・8 回 

厨房担当  のべ 11 名   事務担当 のべ 11 名 

３．おすそわけ教室記録「たのしみのこだまブック」作成準備 

７ 事業成果 ■具体的な成果 

① それぞれの教室を担当した講師は、地域でこだまを常日頃よ

り支えて下さっている人たちだったが、今回の取り組み以降、

より自発的に、こだまの活動に参加してくれるようになった。

② こだま厨房の責任者だけでなく、他メンバーや会員の協力を

得て、お昼作りやおやつ作りを行い、好評だった。 

③ 「たのしみのこだまブック」への材料は、それぞれの講師か

ら伝達された豊富な内容と参加されたみなさんのたのしそう

な顔の記録も含めて、次年度の早い時期にまとめていきたい。

８ 直面した課題

と今後の展開 

 

 

 

 

■直面した課題 

① 担うスタッフのやる気を年間を通してどう持続させるかに苦

心した。企画が毎月行われるペースだったので、軌道に載せ

るため毎月の企画会議とした。講師との打ち合せはも、スタ

ッフに担ってもらえればよかったが、結局理事スタッフがあ

たふたする結果となった。 

② 昼食、おやつの提供については、日常的に土日祝日活用とし

て「喫茶こだまこ」へと継続していくまでには、至らなかっ

た。 

③ 全体的な広報は主に定期発行の「こだま新聞」にて行い、会

員、公共機関、関係事業所などに配布したが、毎回のチラシ

はその都度、会員や関係事業所を中心に手配り、FAX などで

お知らせして、参加を募った。教室毎の定員もあり、人の呼

びかけは煩雑だった。ホームページも作り直したが、やっと

最後の頃になって、更新ができるようになった。良い写真な

ど、本人確認したあと、取り入れられると、尚、様子が伝え

られたと思う。 

■平成２１年度以降の事業展開 

３月２１日  今年度活動集約としての「０９こだままつり・よ
っちゃばるこだま」 

４月上旬   こだま新聞第１９号」発行 
５月２４日  ２１年度総会・・・この辺までに「ブック」作成
６月～    ２１年度土日活用教室の開催 

       ハーブ教室・木工教室などが企画予定 

９ 補助金事業の

感想等 

活動当初より、補助金に応募し、いただいてきました。何回やっ

ても報告でもたもたしています。もっと成長しなくてはと、反省

です。 

報告が大変ですが、社会的に通用する事務を鍛えられると思って

勉強するとよいと感じています。 

いろいろとご指導ありがとうございました。 

 


